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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】傷んだ毛髪の治療及び回復の目的で毛髪に塗布（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）する
のに適している、特定の組合せの有効物質を含むヘアトリートメント組成物を提供する
【解決手段】（ｉ）トレハロース、セロビオースまたはそれらの混合物から選択された０
．２から３重量％の二糖と（ｉｉ）式：ＨＯＯＣ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＨ［式中のｎは
２－８の整数である］を有する二酸と（ｉｉｉ）グアニジニウム塩とを含むｐＨ３～５の
ヘアトリートメント組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）トレハロース、セロビオースまたはそれらの混合物から選択された０．２から３
重量％の二糖と（ｉｉ）式：ＨＯＯＣ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＨ［式中のｎは２－８の整
数である］を有する二酸と（ｉｉｉ）グアニジニウム塩とを含むｐＨ３～５のヘアトリー
トメント組成物。
【請求項２】
　二糖がトレハロースである請求項１に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項３】
　ｎが２または４に等しい数である請求項１に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項４】
　グアニジニウム塩が炭酸塩である請求項１に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項５】
　界面活性剤を更に含む請求項１から４のいずれか一項に記載のヘアトリートメント組成
物。
【請求項６】
　水性基剤を含む請求項１から５のいずれか一項に記載のヘアトリートメント組成物。
【請求項７】
　毛髪を滑らかにするための請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【請求項８】
　毛髪を整え易くするための請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【請求項９】
　毛髪の傷みを防ぐための請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【請求項１０】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物を塗布することによって毛髪をトリート
メントする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はヘアトリートメント組成物に関する。より特定的には本発明は、特定の組合せ
の有効物質を含むヘアトリートメント組成物に関する。この組成物は特に、傷んだ毛髪の
治療及び回復の目的で毛髪に塗布（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）するのに適している。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪は、紫外線及び塩素との接触、漂白剤及びパーマネント剤のような化学物質の影響
、刺激の強い界面活性剤基剤の洗浄用シャンプー組成物による過度に頻繁な洗髪、高温の
スタイリング器具の長時間使用のような機械的影響、などの多くの原因によって損傷を受
ける。
【０００３】
　毛髪の損傷は典型的には、毛髪繊維からクチクラ及びタンパク質が失われ、毛髪繊維が
脆く切れ易くなり、毛先のささくれまたは枝毛が生じることによって示される。
【０００４】
　消費者は更に、自身の毛髪が扱い易くなることを望んでいる。即ち、毛髪をスタイリン
グした後、高湿度のような一連の不利な環境条件でも髪型が長時間維持されることを望ん
でいる。
【０００５】
　国際特許ＷＯ９７／１４４０１（Ｋａｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）は、皮膚及び毛髪
の手入れ組成物に使用される広範囲の有機酸を記載している。
【０００６】
　ケラチン様組織を保護するために糖及び植物エキスを使用することは、国際特許ＷＯ０
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１／６８０４０（Ｌ′Ｏｒｅａｌ）に開示されている。国際特許ＷＯ０１／０１９４８に
開示されているように皮膚の弾力性を改善し及び／または老化を防止するためにトレハロ
ースが使用されてきた。
【０００７】
　本発明はここに、いくつかの特定の組合せで糖と酸とを含む組成物が、毛髪の主要な損
傷症状を治療及び予防するために有効であり、また、これらの組合せは更に毛髪をより扱
い易くするために役立つという利点も有することを知見した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】国際公開第９７／１４４０１号
【特許文献２】国際公開第０１／６８０４０号
【特許文献３】国際公開第０１／０１９４８号
【発明の概要】
【０００９】
　第一の目的によれば、本発明は、（ｉ）０．０５－４９重量％の二糖と（ｉｉ）二酸と
を含むヘアトリートメント組成物を提供する。
【００１０】
　本発明の別の目的は、毛髪を滑らかにするため、毛髪を整えるため、及び、毛髪の傷み
を防ぐために上記の組成物を使用することである。
【００１１】
　本発明はまた、上記の組成物を毛髪に塗布することによって毛髪をトリートメントする
方法に関する。
【００１２】
　二糖
　本発明は本発明の必須要素として二糖を含む。好ましくは二糖がペントース糖またはヘ
キソース糖を含み、より好ましくは二糖が２つのヘキソース単位を含む。
【００１３】
　二糖は還元性糖または非還元性糖のいずれでもよい。非還元性糖が好ましい。
【００１４】
　糖のＤ（＋）形が好ましい。トレハロース、セロビオースまたはそれらの混合物が特に
好ましい。トレハロースが最も好ましい二糖である。
【００１５】
　全配合物中に存在する二糖のレベルは、０．０５－４９重量％、より好ましくは０．２
－３重量％、最も好ましくは０．５－２重量％である。
【００１６】
　二酸
　本発明の組成物中には二酸が存在する。特に適当な二酸は、式：
ＨＯＯＣ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＨ
を有しており、式中のｎは２－８の整数であり、より好ましくはｎが２または４に等しい
（それぞれ、コハク酸及びアジピン酸）。
【００１７】
　有機酸は全配合物中で０．０１－５重量％、より好ましくは０．１－２重量％のレベル
で使用されるのが最良である。
【００１８】
　二酸対二糖の重量比は１：１０－２０：１、より好ましくは１：５－５：１である。
【００１９】
　更に、酸は二酸：二糖のモル比が０．１：１から１０：１までの範囲、好ましくは０．
１：１から２：１までの範囲で使用されるのが最良である。
【００２０】
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　本発明の配合物のｐＨはｐＨ３－ｐＨ６の範囲であり、より好ましくはｐＨ３－５で使
用される。
【００２１】
　グアニジニウム塩
　場合によってはグアニジニウム塩が存在する。例えば、炭酸グアニジニウム、硫酸グア
ニジニウム及びリン酸グアニジニウムが存在する。炭酸グアニジニウムが特に好ましい。
グアニジニウム塩は全配合物の０．０１－５重量％、より好ましくは０．１－２重量％の
レベルで使用されるのが最良である。
【００２２】
　グアニジニウム塩対二糖の好ましい重量比は１：１０から４：１まで、より好ましくは
２：１から１：２までの範囲である。
【００２３】
　更に、グアニジニウム塩：二糖の好ましいモル比は０．１：１から１０：１まで、より
好ましくは０．１：１から２：１までの範囲である。
【００２４】
　製品形態
　本発明のヘアトリートメント組成物の最終製品形態は例えば、シャンプー、コンディシ
ョナー、スプレー、ムース、ジェル、ワックスまたはローションが適当であろう。特に好
ましい製品形態は、シャンプー、洗髪後コンディショナー（リーブイン型及びリンスオフ
型）、並びに、ヘアエッセンスのようなヘアトリートメント製品である。
【００２５】
　シャンプー組成物は好ましくは、化粧品に許容されかつ毛髪に外用塗布するために適当
な１種類または複数の洗浄用界面活性剤を含んでいる。また別の界面活性剤が乳化剤とし
て存在してもよい。
【００２６】
　適当な洗浄用界面活性剤は、アニオン性、両性及び双イオン性の界面活性剤及びそれら
の混合物から選択される。洗浄用界面活性剤は乳化剤と同じ界面活性剤でもよくまたは異
なる界面活性剤でもよい。
【００２７】
　アニオン性洗浄用界面活性剤
　本発明のシャンプー組成物は典型的には、化粧品に許容されかつ毛髪に外用塗布するた
めに適当な１種類または複数のアニオン性洗浄用界面活性剤を含んでいる。
【００２８】
　適当なアニオン性洗浄用界面活性剤の例は、アルキルスルフェート、アルキルエーテル
スルフェート、アルカリールスルホネート、アルカノイルイセチオネート、アルキルスク
シネート、アルキルスルホスクシネート、Ｎ－アルキルサルコシネート、アルキルホスフ
ェート、アルキルエーテルホスフェート、アルキルエーテルカルボキシレート、及び、ア
ルファ－オレフィンスルホネート、特に、それらのナトリウム、マグネシウム、アンモニ
ウム、並びに、モノ－、ジ－及びトリエタノールアミン塩である。アルキル基及びアシル
基は一般に８－１８個の炭素原子を含有しており、不飽和でもよい。アルキルエーテルス
ルフェート、アルキルエーテルホスフェート及びアルキルエーテルカルボキシレートは１
分子あたり１－１０個のエチレンオキシド単位またはプロピレンオキシド単位を含有し得
る。
【００２９】
　本発明のシャンプー組成物に使用するための典型的なアニオン性洗浄用界面活性剤は、
オレイルスルホコハク酸ナトリウム、ラウリルスルホコハク酸アンモニウム、ラウリル硫
酸アンモニウム、ココイルイセチオン酸ナトリウム、ラウリルイセチオン酸ナトリウム及
びＮ－ラウリルサルコシン酸ナトリウムなどである。最も好ましいアニオン性界面活性剤
は、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム（ｎ）ＥＯ（ここにｎは
１－３の範囲）、ラウリル硫酸アンモニウム及びラウリルエーテル硫酸アンモニウム（ｎ
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）ＥＯ（ここにｎは１－３の範囲）である。
【００３０】
　本発明のシャンプー組成物中のアニオン性洗浄用界面活性剤の総量は一般に５－３０重
量％、好ましくは６－２０重量％、より好ましくは８－１６重量％である。
【００３１】
　補助界面活性剤
　シャンプー組成物は場合によっては、好ましくは両性または双イオン性の界面活性剤を
補助界面活性剤として含有し得る。該補助界面活性剤は０－約８重量％、好ましくは１－
４重量％の量で含有され得る。
【００３２】
　両性及び双イオン性の界面活性剤の例は、アルキルベタイン、アルキルアミドプロピル
ベタイン、アルキルスルホベタイン（スルタイン）、アルキルグリシネート、アルキルカ
ルボキシグリシネート、アルキルアムホプロピオネート、アルキルアムホグリシネート、
アルキルアミドプロピルヒドロキシスルタイン、アシルタウレート及びアシルグルタメー
トであり、これらに含まれるアルキル基及びアシル基は８－１９個の炭素原子を有してい
る。本発明のシャンプーに使用するための典型的な両性及び双イオン性の界面活性剤は、
ラウリルアミンオキシド、ココジメチルスルホプロピルベタイン、好ましくはラウリルベ
タイン、コカミドプロピルベタイン及びコカムホプロピオン酸ナトリウム、などである。
【００３３】
　別の好ましい補助界面活性剤は、非イオン性界面活性剤であり、これらは０－８重量％
、好ましくは２－５重量％の範囲の量で含有され得る。
【００３４】
　例えば、本発明のシャンプー組成物に含有させ得る代表的な非イオン性界面活性剤は、
脂肪族（Ｃ８－Ｃ１８）の第一級または第二級の直鎖状または分枝状のアルコールまたは
フェノールと、アルキレンオキシド、通常はエチレンオキシドとの縮合物であり、通常は
６－３０個のエチレンオキシド基を有している。
【００３５】
　本発明のシャンプー組成物に含有させ得る別の非イオン性界面活性剤はアルキルポリグ
リコシド（ＡＰＧ）類である。典型的には、ＡＰＧは、１つまたは複数のグリコシル基の
ブロックに（場合によっては架橋基を介して）結合されたアルキル基を含むものである。
好ましいＡＰＧは以下の式：
ＲＯ－（Ｇ）ｎ

によって表され、式中のＲは分枝状または直鎖状のＣ５－Ｃ２０のアルキルまたはアルケ
ニル基であり、Ｇは糖基であり、ｎは１－１０である。
【００３６】
　本発明のシャンプー組成物に含有させ得る別の糖由来の非イオン性界面活性剤としては
、例えば国際特許ＷＯ９２　０６１５４及び米国特許ＵＳ　５　１９４　６３９に記載さ
れたＣ１２－Ｃ１８のＮ－メチルグルカミドのようなＣ１０－Ｃ１８のＮ－アルキル（Ｃ

１－Ｃ６）ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、及び、Ｃ１０－Ｃ１８のＮ－（３－メトキシプ
ロピル）グルカミドのようなＮ－アルコキシポリヒドロキシ脂肪酸アミドがある。
【００３７】
　シャンプー組成物はまた場合によっては、１種または複数のカチオン性補助界面活性剤
を含むことができ、これらは、０．０１－１０重量％、より好ましくは０．０５－５重量
％、最も好ましくは０．０５－２重量％の範囲の量で含有され得る。有用なカチオン性界
面活性剤についてはコンディショナー組成物に関する項で後述する。
【００３８】
　本発明のシャンプー組成物中の界面活性剤の総量（補助界面活性剤及び／または乳化剤
が存在する場合にはそれらも含める）は一般には５－５０重量％、好ましくは５－３０重
量％、より好ましくは１０－２５重量％である。
【００３９】
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　カチオン性ポリマー
　カチオン性ポリマーも存在し得る。カチオン性ポリマーはホモポリマーでもよくまたは
２種類以上のモノマーから形成されてもよい。ポリマーの分子量は、一般には５，０００
－１０，０００，０００の範囲、典型的には少なくとも１０，０００、好ましくは１００
，０００－約２，０００，０００の範囲であろう。ポリマーは、第四アンモニウムまたは
プロトン付加アミノ基またはそれらの混合物のようなカチオン性窒素含有基を有するであ
ろう。
【００４０】
　適当なカチオン性窒素含有ポリマーはＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅ
ｎｔ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ，　３ｒｄ　ｅｄｉｔｉｏｎに記載されている。
【００４１】
　カチオン性コンディショニングポリマーは、アミン－及び／または第四アンモニウム－
置換モノマー及び／または相溶性スペーサーモノマーに由来のモノマー単位の混合物を含
み得る。
【００４２】
　適当なカチオン性コンディショニングポリマーとしては、１－ビニル－２－ピロリジン
と１－ビニル－３－メチル－イミダゾリウム塩とのコポリマー（ＣＴＦＡ名称はポリクオ
タニウム－１６）；１－ビニル－２－ピロリジンとジメチルアミノエチルメタクリレート
とのコポリマー（ＣＴＦＡ名称はポリクオタニウム－１１）；カチオン性ジアリル第四ア
ンモニウム含有ポリマー（特に、ＣＴＦＡ名称でポリクオタニウム－６及びポリクオタニ
ウム－７）；米国特許第４，００９，２５６号に記載されているような不飽和カルボン酸
のホモ－及びコ－ポリマーのアミノ－アルキルエステルの無機酸塩；カチオン性ポリアク
リルアミド（例えば国際特許ＷＯ９５／２２３１１に記載されたもの）がある。
【００４３】
　本発明の組成物に使用するための適当なカチオン性多糖ポリマーとしては、デンプンま
たはセルロースのような無水グルコース残基をもつポリマーがある。カチオン性セルロー
スは、Ａｍｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐ．（Ｅｄｉｓｏｎ，ＮＪ．ＵＳＡ）からＰｏｌｙｍｅ
ｒ　ＪＲ（商標）及びＬＲ（商標）のポリマーシリーズで、トリメチルアンモニウム置換
エポキシドと反応したヒドロキシエチルセルロースの塩として入手可能であり、これは業
界（ＣＴＦＡ）でポリクオタニウム１０と呼ばれている。別の種類のカチオン性セルロー
スは、ラウリルジメチルアンモニウム置換エポキシドと反応したヒドロキシエチルセルロ
ースの高分子第四アンモニウム塩であり、これは業界（ＣＴＦＡ）でポリクオタニウム２
４と呼ばれている。これらの材料は、Ａｍｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐ．（Ｅｄｉｓｏｎ，Ｎ
Ｊ，ＵＳＡ）から商品名Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＬＭ－２００として入手可能である。
【００４４】
　その他の適当なカチオン性多糖ポリマーとしては、第四窒素含有セルロースエーテル（
例えば、米国特許第３，９６２，４１８号に記載されているもの）、及び、エーテル化セ
ルロースとデンプンとのコポリマー（例えば、米国特許第３，９５８，５８１号に記載さ
れているもの）がある。
【００４５】
　使用できる特に適当な種類のカチオン性多糖ポリマーは、グアーヒドロキシプロピルト
リモニウムクロリド（Ｒｈｏｎｅ－ＰｏｕｌｅｎｃからＪＡＧＵＡＲ商標シリーズ市販さ
れている）のようなカチオン性グアーガム誘導体である。特に好ましいカチオン性ポリマ
ーは、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１３Ｓ、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１４、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１５、ＪＡＧ
ＵＡＲ　Ｃ１７及びＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１６　Ｊａｇｕａｒ　ＣＨＴ及びＪＡＧＵＡＲ　Ｃ
１６２である。
【００４６】
　カチオン性コンディショニングポリマーは、一般には０．０１－５重量％、好ましくは
０．０５－１重量％、より好ましくは０．０８－０．５重量％のレベルで本発明の組成物
中に存在するであろう。
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【００４７】
　コンディショニング用界面活性剤
　コンディショナー組成物は通常は、化粧品に許容されかつ毛髪に外用塗布するために適
当な１種類または複数のコンディショニング界面活性剤を含んでいる。
【００４８】
　適当なコンディショニング界面活性剤はカチオン性界面活性剤から選択され、単独で使
用されるかまたは混用される。
【００４９】
　本発明の組成物に有用なカチオン性界面活性剤は、本発明の水性組成物に溶解したとき
に正電荷を帯びるアミノまたは第四アンモニウム親水性部分を含有している。
【００５０】
　適当なカチオン性界面活性剤の例は一般式：
［Ｎ（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）］＋（Ｘ）－

で表され、式中の、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は独立に、（ａ）炭素原子数１－２２の脂
肪族基、または、（ｂ）２２個以下の炭素原子を有している芳香族、アルコキシ、ポリオ
キシアルキレン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリールまたはアルキルアリー
ル基から選択され、Ｘは、ハロゲン（例えば、塩素、臭素）、アセテート、シトレート、
ラクテート、グリコレート、ホスフェート、ニトレート、スルフェート及びアルキルスル
フェートラジカルから選択されるような塩形成アニオンである。
【００５１】
　脂肪族基は、炭素原子及び水素原子に加えて、エーテル結合、及び、アミノ基のような
別の基を含有できる。より長い鎖長の脂肪族基、例えば炭素数約１２またはそれ以上の基
は飽和でも不飽和でもよい。
【００５２】
　本発明のコンディショナー組成物に最も好ましいカチオン性界面活性剤は、Ｃ１６－Ｃ
２２のアルキル鎖長を有しているモノアルキル第四アンモニウム化合物である。
【００５３】
　適当なカチオン性界面活性剤の例は、第四アンモニウム化合物、特にトリメチル第四化
合物である。
【００５４】
　好ましい第四アンモニウム化合物としては、セチルトリメチルアンモニウムクロリド、
ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド（ＢＴＡＣ）、セチルピリジニウムクロリド、
テトラメチルアンモニウムクロリド、テトラエチルアンモニウムクロリド、オクチルトリ
メチルアンモニウムクロリド、ドデシルトリメチルアンモニウムクロリド、ヘキサデシル
トリメチルアンモニウムクロリド、オクチルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、デ
シルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ステアリルジメチルベンジルアンモニウム
クロリド、ジドデシルジメチルアンモニウムクロリド、ジオクタデシルジメチルアンモニ
ウムクロリド、タロウトリメチルアンモニウムクロリド、ココトリメチルアンモニウムク
ロリド、ＰＥＧ－２オレイルアンモニウムクロリド、及び、クロリドがハロゲン（例えば
、ブロミド）、アセテート、シトレート、ラクテート、グリコレート、ホスフェート、ニ
トレート、スルフェートまたはアルキルスルフェートによって置換されたこれらの塩があ
る。別の適当なカチオン性界面活性剤としては、ＣＴＦＡ名称でクオタニウム－５、クオ
タニウム－３１及びクオタニウム－１８と呼ばれている材料がある。上記材料のいずれか
の混合物も適当であろう。本発明のヘアコンディショナーに使用するための特に有用なカ
チオン性界面活性剤は、例えば、ＧＥＮＡＭＩＮ　ＣＴＡＣとしてＨｏｅｃｈｓｔ　Ｃｅ
ｌａｎｅｓｅから市販されているようなセチルトリメチルアンモニウムクロリドである。
【００５５】
　第一級、第二級及び第三級の脂肪アミンの塩もまた適当なカチオン性界面活性剤である
。このようなアミンのアルキル基は好ましくは１２－２２個の炭素原子を有しており、置
換または未置換でよい。
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【００５６】
　アミド置換第三級脂肪アミン、特にＣ１２－Ｃ２２の１つのアルキル鎖またはアルケニ
ル鎖を有している第三級アミンが特に有用である。本発明に有用なこのようなアミンとし
ては、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ステアラミドプロピルジエチルアミン、ス
テアラミドエチルジエチルアミン、ステアラミドエチルジメチルアミン、パルミタミドプ
ロピルジメチルアミン、パルミタミドプロピルジエチルアミン、パルミタミドエチルジエ
チルアミン、パルミタミドエチルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジメチルアミン、
ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジエチルアミン、ベヘナミドエチ
ルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジエチ
ルアミン、アラキダミドエチルジエチルアミン、アラキダミドエチルジメチルアミン、ジ
エチルアミドエチルステアラミドがある。
【００５７】
　また、ジメチルステアラミン、ジメチルソイアミン、ソイアミン、ミリスチルアミン、
トリデシルアミン、エチルステアリルアミン、Ｎ－タロウプロパンジアミン、（５モルの
エチレンオキシドで）エトキシル化したステアリルアミン、ジヒドロキシエチルステアリ
ルアミン、及び、アラキジルベヘニルアミンも有用である。
【００５８】
　これらのアミンは典型的には、カチオン種を提供するために酸と組合せて使用される。
本発明に有用な好ましい酸は、Ｌ－グルタミン酸、乳酸、塩酸、リンゴ酸、コハク酸、酢
酸、フマル酸、酒石酸、クエン酸、Ｌ－グルタミン塩酸塩及びそれらの混合物であり、Ｌ
－グルタミン酸、乳酸、クエン酸がより好ましい。本発明に有用なカチオン性アミン界面
活性剤に包含される界面活性剤は１９８１年６月２３日付けで許諾されたＮａｃｈｔｉｇ
ａｌらの米国特許第４，２７５，０５５号に開示されている。
【００５９】
　プロトン付加可能なアミンと酸から遊離するＨ＋とのモル比は好ましくは約１：０．３
から１：１．２まで、より好ましくは約１：０．５から約１：１．１までの範囲である。
【００６０】
　本発明のコンディショナー中で、カチオン性界面活性剤のレベルは好ましくは全組成物
の０．０１－１０重量％、より好ましくは０．０５－５重量％、最も好ましくは０．１－
２重量％である。
【００６１】
　この項で詳細に記載したカチオン性界面活性剤はまた、カチオン性界面活性剤を熱互変
性メソ生成（ｍｅｓｏｇｅｎｉｃ）材料及び油性コンディショニング材料と均質混合した
後でコンディショニング材料を最終ヘアコンディショニング組成物に混和する本発明の方
法に使用するのに適している。
【００６２】
　脂肪質材料
　本発明のコンディショナー組成物は好ましくは更に脂肪質材料を含む。コンディショニ
ング組成物中で脂肪質材料とカチオン性界面活性剤とを併用するのが特に有利であると考
えられる。その理由は、このような組合せによって、カチオン性界面活性剤を分散させて
いる構造化相が形成されるからである。
【００６３】
　“脂肪質材料”という用語は、脂肪アルコール、アルコキシル化脂肪アルコール、脂肪
酸またはそれらの混合物を意味する。
【００６４】
　好ましくは、脂肪質材料のアルキル鎖が完全に飽和している。
【００６５】
　代表的な脂肪質材料は８－２２個、より好ましくは１６－２２個の炭素原子を含んでい
る。適当な脂肪アルコールの例は、セチルアルコール、ステアリルアルコール及びそれら
の混合物である。これらの材料の使用はまた、本発明の組成物の総合的コンディショニン
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グ特性に寄与するという利点も与える。
【００６６】
　脂肪アルコール自体に代替または付加して、アルキル鎖に約１２－約１６個の炭素原子
を有しているアルコキシル化（例えば、エトキシル化またはプロポキシル化）脂肪アルコ
ールを使用できる。好適例は、エチレングリコールセチルエーテル、ポリオキシエチレン
（２）ステアリルエーテル、ポリオキシエチレン（４）セチルエーテル及びそれらの混合
物である。
【００６７】
　本発明のコンディショナー中の脂肪アルコール材料のレベルは、適正には０．０１－１
５重量％、好ましくは０．１－１０重量％、より好ましくは０．１－５重量％である。カ
チオン性界面活性剤対脂肪アルコールの重量比は、適正には１０：１－１：１０、好まし
くは４：１－１：８、最適には１：１－１：７、例えば１：３である。
【００６８】
　懸濁化剤
　好ましい実施態様では、ヘアトリートメント組成物が、特にシャンプー組成物である場
合には、更に０．１－５重量％の懸濁化剤を含んでいる。適当な懸濁化剤は、ポリアクリ
ル酸、アクリル酸の架橋ポリマー、アクリル酸と疎水性モノマーとのコポリマー、カルボ
ン酸含有モノマーとアクリルエステルとのコポリマー、アクリル酸とアクリレートエステ
ルとの架橋コポリマー、ヘテロ多糖ガム、及び、結晶質長鎖アシル誘導体から選択される
。長鎖アシル誘導体は、エチレングリコールステアレート、１６－２２個の炭素原子を有
している脂肪酸のアルカノールアミド及びそれらの混合物から選択されるのが望ましい。
エチレングリコールジステアレート及びポリエチレングリコール３ジステアレートが好ま
しい長鎖アシル誘導体である。ポリアクリル酸は、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　４２０、Ｃａｒｂ
ｏｐｏｌ　４８８またはＣａｒｂｏｐｏｌ　４９３として市販されている。多官能剤で架
橋されたアクリル酸のポリマーを使用してもよい。これらはＣａｒｂｏｐｏｌ　９１０、
Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９３４、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９４１及びＣａｒｂｏｐｏｌ　９８０と
して市販されている。カルボン酸含有モノマーとアクリル酸エステルとのコポリマーの好
適例の１つはＣａｒｂｏｐｏｌ　１３４２である。Ｃａｒｂｏｐｏｌ（商標）材料はいず
れもＧｏｏｄｒｉｃｈから入手できる。
【００６９】
　アクリル酸とアクリレートエステルとの架橋ポリマーの好適例はＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ
１またはＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ２である。適当なヘテロ多糖ガムはキサンタンガムであり
、例えばＫｅｌｚａｎ　ｍｕとして入手できる。
【００７０】
　コンディショニング剤
　シリコーンコンディショニング剤
　本発明の組成物は、例えばコンディショニング性能を強化するためにシリコーンコンデ
ィショニング剤の乳化液滴を含有し得る。
【００７１】
　適当なシリコーンとしてはポリジオルガノシロキサン、より特定的には、ＣＴＦＡ名称
でジメチコーンと呼ばれているポリジメチルシロキサンがある。また、ＣＴＦＡ名称でジ
メチコノールと呼ばれているヒドロキシル末端基をもつポリジメチルシロキサンも本発明
の組成物（特にシャンプー及びコンディショナー）に使用するのに適している。例えば国
際特許ＷＯ９６／３１１８８に記載されているような軽度に架橋したシリコーンガムも本
発明の組成物に使用するのに適している。
【００７２】
　乳化シリコーン自体（エマルジョンでもなくまたは最終ヘアコンディショニング組成物
でもない）の粘度は典型的には２５℃で少なくとも１０，０００ｃｓｔである。シリコー
ン自体の粘度は、好ましくは少なくとも６０，０００ｃｓｔ、最も好ましくは少なくとも
５００，０００ｃｓｔ、理想的には少なくとも１，０００，０００ｃｓｔである。配合が
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容易であるためには粘度が１０９ｃｓｔを超過しないのが好ましい。
【００７３】
　本発明のシャンプー組成物に使用するための乳化シリコーンは組成物中で、典型的には
３０μｍ未満、好ましくは２０μｍ未満、より好ましくは１０μｍ未満、理想的には０．
０１－１μｍの平均シリコーン液滴サイズを有しているであろう。０．１５μｍ以下の平
均シリコーン液滴サイズを有しているシリコーンエマルジョンを一般にマイクロエマルジ
ョンと呼ぶ。
【００７４】
　適当なプレフォームドエマルジョンの具体例としては、エマルジョンＤＣ２－１７６６
、ＤＣ２－１７８４、ＤＣ－１７８５、ＤＣ－１７８６、並びに、マイクロエマルジョン
ＤＣ２－１８６５及びＤＣ２－１８７０があり、これらはいずれもＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎ
ｇから入手できる。これらはいずれもジメチコノールのエマルジョン／マイクロエマルジ
ョンである。架橋シリコーンガムもプレ乳化形態で入手でき、これらは配合が容易である
という利点を有している。好ましい例は、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＤＣ　Ｘ２－１７
８７として入手可能な材料であり、これは架橋ジメチコノールガムのエマルジョンである
。別の好ましい例は、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＤＣ　Ｘ２－１３９１として入手可能
な材料であり、これは架橋ジメチコノールガムのマイクロエマルジョンである。
【００７５】
　本発明のシャンプー及びコンディショナーに含有させ得るシリコーンの別の好ましいク
ラスは、アミノ官能シリコーンである。“アミノ官能シリコーン”という用語は、第一級
、第二級もしくは第三級のアミン基または第四アンモニウム基を少なくとも１個は含有す
るシリコーンを意味する。適当なアミノ官能シリコーンの例としては、ＣＴＦＡ名称で“
アモジメチコーン”と呼ばれているポリシロキサンがある。
【００７６】
　本発明に使用するための適当なアミノ官能シリコーンの特定例は、アミノシリコーン油
ＤＣ２－８２２０、ＤＣ２－８１６６、ＤＣ２－８４６６及びＤＣ２－８９５０－１１４
（すべてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇの製品）、並びに、ＧＥ　１１４９－７５（Ｇｅｎｅｒ
ａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓの製品）である。適当な第四シリコーンポ
リマーは、欧州特許ＥＰ－Ａ－０　５３０　９７４に記載されている。好ましい第四シリ
コーンポリマーはＧｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ社のＫ３４７４である。
【００７７】
　アミノ官能シリコーン油と非イオン性及び／またはカチオン性の界面活性剤とのエマル
ジョンも適当である。アミノ官能シリコーンのプレフォームドエマルジョンもＤｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ及びＧｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃのようなシリコーン油の供給業者か
ら入手できる。特定例は、ＤＣ９２９カチオン性エマルジョン、ＤＣ９３９カチオン性エ
マルジョン、並びに、非イオン性エマルジョンＤＣ２－７２２４、ＤＣ２－８４６７、Ｄ
Ｃ２－８１７７及びＤＣ２－８１５４などである（いずれもＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇの製
品）。
【００７８】
　ある種のシャンプーにはアミノ官能シリコーンと非アミノ官能シリコーンとを併用する
のが特に好ましい。
【００７９】
　シリコーンの総量は全組成物の好ましくは０．０１－１０重量％、より好ましくは０．
３－５重量％であり、最も好ましくは０．５－３重量％が好適レベルである。
【００８０】
　（ｉｉ）非シリコーン油性コンディショニング成分
　本発明の組成物はまた、分散した不揮発性、水不溶性の油性コンディショニング剤を含
んでもよい。
【００８１】
　“不溶性”という用語は、材料が２５℃、０．１％（ｗ／ｗ）の濃度で水（蒸留水また
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は等価の水）に可溶でないことを意味する。
【００８２】
　適当な油性または脂肪質の材料は、炭化水素油、脂肪エステル及びそれらの混合物から
選択される。直鎖状炭化水素油は好ましくは約１２－約２０個の炭素原子を含有するであ
ろう。Ｃ２－Ｃ６アルケニルモノマーのようなアルケニルモノマーの高分子炭化水素も適
当である。
【００８３】
　適当な炭化水素油の特定例は、パラフィン油、鉱油、飽和及び不飽和のドデカン、飽和
及び不飽和のトリデカン、飽和及び不飽和のテトラデカン、飽和及び不飽和のペンタデカ
ン、飽和及び不飽和のヘキサデカン並びにそれらの混合物などである。これらの化合物及
びより長い鎖長の炭化水素の分枝鎖異性体も使用できる。
【００８４】
　適正な脂肪エステルの特徴は、少なくとも１０個の炭素原子を有していることであり、
このような脂肪エステルとしては、脂肪酸または脂肪アルコールに由来のヒドロカルビル
鎖をもつエステルがある。モノカルボン酸エステルとしては、式Ｒ′ＣＯＯＲのアルコー
ル及び／または酸のエステルがあり、式中のＲ′及びＲは独立に、アルキルまたはアルケ
ニルラジカルを表し、Ｒ′とＲとに存在する炭素原子の和は少なくとも１０、好ましくは
少なくとも２０である。カルボン酸のジ－及びトリアルキル及びアルケニルエステルも使
用できる。
【００８５】
　特に好ましい脂肪エステルは、モノ－、ジ－及びトリグリセリド、より特定的には、グ
リセロールとＣ１－Ｃ２２カルボン酸のような長鎖脂肪酸とのモノ－、ジ－及びトリ－エ
ステルである。好ましい材料は、カカオ脂、パームステアリン、ヒマワリ油、ダイズ油及
びココヤシ油などである。
【００８６】
　油性または脂肪質の材料は、適正には０．０５－１０重量％、好ましくは０．２－５重
量％、より好ましくは約０．５－３重量％のレベルで存在する。
【００８７】
　コンディショニング剤を含有するヘアトリートメント組成物には更にカチオン性ポリマ
ーが存在するのが好ましい。
【００８８】
　スタイリングポリマー
　製品がスタイリング用製品である場合には、スタイリングポリマーが存在するのが好ま
しい。
【００８９】
　ヘアスタイリングポリマーが存在する場合、該ポリマーは本発明の組成物中に好ましく
は０．００１－１０重量％、より好ましくは０．１－１０重量％、例えば１－８重量％の
レベルで存在する。
【００９０】
　ヘアスタイリングポリマーは公知である。適当なヘアスタイリングポリマーは、ポリマ
ーをカチオン性、アニオン性、両性または非イオン性にする部分を含有する市販のポリマ
ーを包含する。適当なヘアスタイリングポリマーとしては例えば、ブロック及びグラフト
コポリマーがある。ポリマーは合成でもよくまたは天然に得られたものでもよい。
【００９１】
　補佐剤
　本発明の組成物は更に、ヘアケア用の適当な補佐剤を含有し得る。一般にこのような成
分は各々が全組成物の２重量％以下、好ましくは１重量％以下のレベルで含有される。
【００９２】
　適当なヘアケア補佐剤はアミノ酸及びセラミドなどである。
【００９３】
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　次に以下の非限定実施例によって本発明を更に説明する。
【００９４】
　数字は本発明の実施例を表す。文字は比較実施例を表す。
【００９５】
　記載されたすべてのパーセンテージは異なる指定がない限り、全重量を基準とする重量
％である。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明のヘアトリートメント組成物を消費者のパネルが評価した結果を示す。
【図２】本発明のヘアトリートメント組成物を消費者のパネルが評価した結果を示す。
【実施例】
【００９７】
　以下の実施例を調製した：
【００９８】

【表１】

【００９９】
　６０名の消費者のパネルから結果を回収した。各製品を順次に４日間ずつ試験した。各
試験の間に３日間の間隔をあけ、この期間は有効成分非含有の製品を使用した。結果を、
比較実施例に比較して消費者が評価した実施例のスコアで示す。
【０１００】
　結果を図１及び図２に示す。実施例１及び２の双方が比較実施例（実施例Ａ）よりも有
意に優れた結果を与えることが明らかに示されている。
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